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環
境
基
本
計
画
策
定
に
か
か
る

身
近
な
生
き
も
の
調
査
に
ご
協
力
を

平成18年度の委員会では、市の環境の課題、その課題に対する原因などの検討、これからの施策

の方向性を話し合いました。新年度は、施策の具体化を計り、「計画」としての形づくりを行う予定

です。これと平行して、市民の皆さんの環境への意識を高めるため広報やイベントを企画していま

す。「身近な生きもの調査」は、その第一弾です。今後の企画としては、ごみ処理場やリサイクル施

設などの見学会や全国的な環境イベントへの参加、秋には、環境フェア（仮称）開催などを検討し

ています。策定委員会での検討内容やイベントの予定は、ホームページや広報などでお知らせしま

す。市民の皆さんのご参加をお待ちしています。また計画へのご意見もお寄せください。

■問い合わせ 市民環境部環境課（℡ 82・3131） Ｅメール : kankyou@city.azumino.nagano.jp
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私
た
ち
の
暮
ら
す
安
曇
野
市
に
は
、

ど
ん
な
生
き
も
の
が
い
る
の
で
し
ょ

う
か
。
安
曇
野
市
環
境
基
本
計
画
策

定
委
員
会
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

環
境
へ
の
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
く

た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
企

画
し
て
い
ま
す
。
そ
の
第
一
弾
と
し

て
、
「
身
近
な
生
き
も
の
調
査
」
を

４
月
か
ら
実
施
し
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
春
か
ら
秋
に
か
け

て
行
い
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
見
つ
け

た
生
き
も
の
の
情
報
を
ま
と
め
、
安

曇
野
市
の
自
然
に
つ
い
て
の
資
料
を

作
成
し
ま
す
。
調
査
の
対
象
は
、
植

物
・
水
生
生
物
・
昆
虫
・
鳥
・
小
動

物
で
、
そ
の
中
か
ら
見
分
け
や
す
い

種
類
を
選
ん
で
情
報
を
ま
と
め
ま
す
。

市
で
は
、
こ
の
調
査
に
ご
協
力
い

た
だ
け
る
人
を
募
集
し
ま
す
。
参
加

を
希
望
す
る
人
は
、
調
査
を
始
め
る

に
あ
た
っ
て
説
明
会
と
自
然
観
察
会

を
開
催
し
ま
す
の
で
、
ご
参
加
く
だ

さ
い
。
親
子
で
の
参
加
も
歓
迎
し
ま

す
。

４
月
21
日
（
土
）

午
前
10
時
～
11
時
30
分

受
付

午
前
９
時
30
分

国
営
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の

公
園
（
集
合
は
、
ガ
イ
ド
セ
ン
タ
ー

入
口
）

・
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

・
説
明
会
に
出
席
で
き
な
い
人
で

調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
場

合
は
、
環
境
課
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

穂
高
総
合
支
所
内
市
民
環
境
部
環
境
課

（
℡
82
・
３
１
３
１
）

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

環境基本計画策定委員会では、こんなことをやっていきます
～平成18 年度から２ヵ年をかけて計画を策定します～

安曇野の自然について調査に協力いただき
情報をまとめます。
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ご
存
じ
で
す
か

国
民
年
金
学
生
納
付
特
例
制
度

(
)

(
)
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(
)

32

82

72

市
道
豊
科
中
部
３
７
６
号
線

車
両
通
行
止
が
延
長
に
な
り
ま
す

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

暮らしのガイドブックに「音声コード」を掲載
市の業務や手続きなどをまとめた「くらしのガ

イドブック」を3月中旬に発行しました。ガイド

ブックには、各ページに「音声コード」が印刷さ
れています。利用するには専用の読み取り装置が

必要で、この装置を使ってコードを読み込むと、

記事が音声で読み上げられます。
視覚障害者１級、2級の人は、障害者日常生活

用具給付事業制度が利用でき、原則１割負担（１

万円程度）でこの装置を購入することができます。
申請方法については、各総合支所市民福祉課福祉

係までお問い合わせください。

各ページに「音声コード」が印刷されています。
‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

北小学校

近代美術館 給食センター

踏入交差点

豊科総合支所

寺所北交差点

安曇野赤十字病院

保健センター

寺所交差点

豊科IC 北交差点

矢原堰

豊科 IC

情報ボックス 本 庁 舎（ 71・2000）豊科総合支所（ 72・3111）穂高総合支所（ 82・3131）

Information Box 三郷総合支所（ 77・3111）堀金総合支所（ 72・3106）明科総合支所（ 62・3001）
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広報あづみの お知らせ版

市
で
は
、
便
利
で
納
め
忘
れ
の
な

い
口
座
振
替
（
自
動
払
込
）
を
お
勧

め
し
て
い
ま
す
。
納
期
ご
と
に
金
融

機
関
な
ど
の
窓
口
に
行
か
な
く
て
も
、

自
動
的
に
あ
な
た
の
口
座
か
ら
納
税

で
き
ま
す
。
忙
し
く
、
時
間
が
な
い

人
に
は
便
利
で
す
。
ま
た
、
４
月
か

ら
み
ず
ほ
銀
行
で
も
口
座
振
替
が
可

能
に
な
り
ま
し
た
。

※
た
だ
し
、
み
ず
ほ
銀
行
・
り
そ
な

銀
行
で
は
、
一
部
口
座
振
替
で
き

な
い
料
金
な
ど
が
あ
り
ま
す
。詳

し
く
は
収
税
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。各

総
合
支
所
税
務
会

計
係
ま
た
は
、
金
融
機
関
な
ど
に

備
え
て
あ
る
「
市
税
等
口
座
振
替

依
頼
書
（
自
動
払
込
利
用
申
込
書
）」

に
記
入
し
て
、
各
総
合
支
所
税
務

会
計
係
ま
た
は
ご
希
望
の
金
融
機

関
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

振
替
開
始
を
希
望
す
る
納
期
限
の

１
カ
月
前
ま
で
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

納
税

通
知
書
・
預
貯
金
通
帳
・
通
帳
印

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

八
十
二
銀
行
・
長
野
銀
行
・
長
野

県
信
用
組
合
・
松
本
信
用
金
庫
・

あ
づ
み
農
業
協
同
組
合
・
松
本
ハ

イ
ラ
ン
ド
農
業
協
同
組
合
・
長
野

県
労
働
金
庫
・
み
ず
ほ
銀
行
・
り

そ
な
銀
行
・
郵
便
局

豊
科
総
合
支
所
内

総
務
部
収
納
課
（
℡
72
・
３
１
１
１
）

安曇野市と安曇野赤十字病院では、市民参加型の安曇野の地域医療フォーラムを開催します。
安曇野赤十字病院では、平成20年４月の病院建設工事の着工を目指して、現在、地元説明会

を開催しながら設計業務などが進められています。また、市が設置した安曇野赤十字病院建設
支援検討委員会では、市民アンケートの結果などを検討し、市民の声を基本設計の段階から反
映していただくように、病院へ要望書を提出しました。この機会に、市民・行政・医療機関が
一緒になって「市民病院的な役割とは何か」などについて考えてみたいと思います。
大勢の市民の皆さんの参加をお待ちしています。
■日時 ４月21日（土）午後１時～４時30分
■場所 豊科ふれあいホール
■内容 第１部 【一般講演】「当院の現状と病院建設」 安曇野赤十字病院・荻原廸彦院長

【特別講演】「地域でつくるこれからの病院」
～秋田赤十字病院をつくった経験からの提言～

秋田赤十字病院・宮下正弘院長
第２部 【シンポジウム】「これからの地域医療」

コーディネーター 安曇野赤十字病院副院長
シンポジスト 安曇野市長・安曇野市医師会・安曇野赤十字病院建設支援

検討委員会・安曇野赤十字病院産婦人科の存続を願う会・
秋田赤十字病院長・安曇野赤十字病院長

■問い合わせ 企画財政部企画政策課（℡ 71・2000）または安曇野赤十字病院（℡ 72・3170）

Ｂ Ｏ Ｘ

information
安曇野の地域医療フォーラムを開催

●固定資産税 （第１期）
●介護保険料 （４月分）
●水道料 （穂高・三郷地域）
●下水道使用料 （豊科・堀金・明科地域）
●霊園管理料料 （全期）

＝ 納期限は ５月１日（火）＝
※休日納付窓口は、５月６日（日）です。

各総合支所の窓口で市税・各種料金などの
納付ができます。

……………………………
……………………………

………………………
………
……………………………せ

ら

知

お
市
税
な
ど
の
納
入
は
便
利
な

口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥



大
町
市
に
あ
る
長
野
県
山
岳
総
合

セ
ン
タ
ー
で
は
、
無
雪
期
や
積
雪
期

の
登
山
に
関
す
る
基
礎
的
な
知
識
や

技
術
を
体
系
的
に
学
ぶ
「
リ
ー
ダ
ー

コ
ー
ス
（
年
間
受
講
生
）」
を
募
集

し
ま
す
。
登
山
に
お
け
る
グ
ル
ー
プ

の
リ
ー
ダ
ー
的
な
役
割
を
果
た
す
資

質
と
能
力
を
養
成
す
る
こ
と
を
目
的

に
し
て
い
ま
す
。
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平
成
19
年
度

自
衛
官
等
の
募
集
に
つ
い
て

県
山
岳
総
合
セ
ン
タ
ー
研
修
講
座

平
成
19
年
度
「
リ
ー
ダ
ー
コ
ー
ス
」

受
講
生

平
成
20
年
度
歌
会
始

お
題
は
「
火
」

お
題
「
火
」

（
詠
進
歌
）

〒住
所

電
話
番
号

氏
名
（
本
名
・
ふ
り
が
な
）

生
年
月
日
・
職
業

（
山
折
り
）

募 集 種 目 資 格 受付期間 試 験 期 日

幹部候補生

一般・技術

20歳以上26歳未満
（22歳未満の者は大卒（見
込み含む））

（大学院修士学位取得者は
28歳未満）

４月１日
～

５月11日

１次試験
５月19日・20日

（20日は飛行要員）
２次試験
６月19日～21日

（どれか１日指定）
３次試験（飛行要員）
７月18日～8月4日

（海自 1日・ 空自 ６
日間）

歯科・薬剤

専門の大卒（見込み含む）
20歳以上30歳未満薬剤は
26歳未満

（薬学修士学位取得者は28
歳未満）

医科・歯科幹部
医師・歯科医師の免許取
得者

５月25日

情報ボックス 本 庁 舎（ 71・2000）豊科総合支所（ 72・3111）穂高総合支所（ 82・3131）

Information Box 三郷総合支所（ 77・3111）堀金総合支所（ 72・3106）明科総合支所（ 62・3001）

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
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集

募

82

FAX
81

40

64

12

16

81

727773

30

20

77

や
す
ら
ぎ
農
場

農
業
体
験
受
講
生

４
月
か
ら
安
曇
野
市

居
宅
介
護
事
業
所
を
一
本
化

健
康
体
操
教
室

※穂高・明科会場は10月から開催します。
詳細は９月発行の広報などでお知らせします。

会 場（連絡先） 日 程 時 間 定 員

豊科ふれあいホール

（豊科保健センター）

金曜日

5/11～

10/19

9：30～
11：30

50人

三 郷 保 健 セ ン タ ー

（三郷保健センター）

水曜日

5/9～

11/７

13：30～

15：30
30人

堀 金 総 合 体 育 館

（堀金保健センター）

水曜日

4/25～

10/24

13：30～

15：30
40人

広報あづみの お知らせ版
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平
成
６
年
度
の
評
価
替
え

で
、
そ
れ
ま
で
地
域
ご
と

に
不
均
一
で
あ
っ
た
宅
地
の
評
価
の

水
準
を
全
国
的
に
統
一
し
、
地
価
公

示
価
格
等
の
７
割
を
目
途
と
す
る
こ

と
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、

こ
の
評
価
の
見
直
し
の
結
果
、
宅
地

の
評
価
額
が
大
き
く
上
昇
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
納
税
者
の
急
激
な
負
担
の

増
加
を
避
け
る
た
め
、
宅
地
の
課
税

標
準
額
を
一
定
の
水
準
に
達
す
る
ま

で
徐
々
に
上
げ
て
い
く
措
置
が
と
ら

れ
て
き
ま
し
た
。
安
曇
野
市
内
で
は
、

ま
だ
ほ
と
ん
ど
の
宅
地
で
課
税
標
準

額
が
一
定
の
水
準
に
達
し
て
い
な
い

た
め
、
毎
年
度
わ
ず
か
で
す
が
負
担

増
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

19

今
年
度
の
固
定
資
産
税
は
、

平
成
19
年
１
月
１
日
現
在

に
土
地
や
家
屋
、
償
却
資
産
を
所
有

す
る
人
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
平
成
19

年
の
途
中
で
売
買
な
ど
に
よ
り
資
産

の
所
有
者
が
替
わ
っ
た
場
合
で
も
、

今
年
１
月
１
日
現
在
の
所
有
者
が
納

税
義
務
者
と
な
り
、
納
税
通
知
書
が

送
付
さ
れ
ま
す
。
年
の
途
中
で
土
地

や
家
屋
を
売
買
さ
れ
る
際
は
、
税
負

担
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
た
め
、

売
主
と
買
主
の
間
で
契
約
時
に
税
負

担
を
明
確
に
し
て
お
く
こ
と
を
お
勧

め
し
ま
す
。

平
成
19
年
１
月
１
日
以
後
に
家
屋

を
取
り
壊
し
た
場
合
も
同
様
に
課
税

さ
れ
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

家
屋
は
、
総
務
大
臣
が
定

め
る
固
定
資
産
評
価
基
準

に
基
づ
い
て
評
価
さ
れ
て
お
り
、
評

価
額
は
次
の
よ
う
な
式
で
計
算
さ
れ

て
い
ま
す
。

評
価
額
＝
再
建
築
価
格

×
経
年
減
点
補
正
率
等

再
建
築
価
格
と
は
、
評
価
の
対
象

と
な
っ
た
家
屋
と
同
一
の
も
の
を
、

評
価
の
時
点
で
同
じ
場
所
に
新
築
す

る
も
の
と
し
た
場
合
に
必
要
と
さ
れ

る
建
築
費
の
こ
と
で
す
。

経
年
減
点
補
正
率
と
は
、
家
屋
の

建
築
後
の
年
数
の
経
過
に
よ
っ
て
生

じ
る
損
耗
の
状
況
を
考
慮
し
た
補
正

率
で
す
。
３
年
に
１
度
、
評
価
替
え

の
年
度
に
減
価
を
行
い
ま
す
。

建
築
後
の
年
数
の
経
過
に
よ
る
評

価
額
の
減
価
率
は
家
屋
の
種
類
や
構

造
等
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
が
、
た

と
え
ば
木
造
の
住
宅
な
ら
15
年
か
ら

35
年
で
、
鉄
骨
造
の
事
務
所
な
ら
45

年
で
経
年
減
点
補
正
率
が
0.2
ま
で
低

下
し
ま
す
。
そ
れ
以
後
は
補
正
率
が

据
え
置
か
れ
る
た
め
、
評
価
額
も
ほ

ぼ
横
ば
い
で
推
移
し
て
い
き
ま
す
。

老
朽
化
し
た
家
屋
の
評
価
額
が
下
が

ら
な
い
原
因
と
し
て
、
経
年
減
点
補

正
率
が
最
低
水
準
に
達
し
た
こ
と
が

考
え
ら
れ
ま
す
。

償
却
資
産
と
は
、
商
店
や

工
場
な
ど
を
経
営
す
る
法

人
や
個
人
が
事
業
の
た
め
に
使
っ
て

い
る
機
械
・
器
具
・
備
品
な
ど
で
す
。

た
だ
し
、
土
地
や
家
屋
と
し
て
評
価

さ
れ
て
い
る
資
産
や
自
動
車
税
等
の

課
税
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
も
の
は

除
か
れ
ま
す
。

事
業
者
の
皆
さ
ん
に
は
毎
年
１
月

１
日
現
在
の
所
有
状
況
の
申
告
を
お

願
い
し
て
い
ま
す
。
対
象
と
な
る
人

に
は
毎
年
12
月
こ
ろ
申
告
書
を
郵
送

し
て
い
ま
す
の
で
、
翌
年
の
１
月
31

日
ま
で
に
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

こ
の
度
お
送
り
す
る
固
定

資
産
税
の
納
税
通
知
書
に

課
税
明
細
書
が
同
封
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
ち
ら
に
土
地
や
家
屋
の
所
在
地
番
、

面
積
、
評
価
額
、
課
税
標
準
額
、
税

相
当
額
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

ま
た
４
月
か
ら
、
資
産
税
課
や
各

総
合
支
所
地
域
支
援
課
税
務
会
計
係

に
お
い
て
、
平
成
19
年
度
固
定
資
産

課
税
台
帳
が
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
閲
覧
手
数
料
は
３
０
０

円
で
す
が
、
５
月
１
日
（
火
）
ま
で

は
無
料
で
閲
覧
で
き
ま
す
。
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QA◇
お
詫
び
と
訂
正
◇

広
報
あ
づ
み
の
３
月
号
（
３
月
15
日
発
行
）

▼
11
ペ
ー
ジ
「
お
す
す
め
の
一
冊
」
に
掲

載
し
た
住
所
の
表
記
に
誤
り
が
あ
り

ま
し
た
。

・「
掘
金
」
で
は
な
く
「
堀
金
」
で
す
。

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１

月
１
日
現
在
に
土
地
や
家

屋
、
償
却
資
産
を
所
有
し
て
い
る
人

に
課
税
さ
れ
る
市
税
で
す
。
固
定
資

産
税
の
税
額
は
、
そ
の
価
格
に
応
じ

て
、
次
の
よ
う
な
手
順
で
決
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

①
安
曇
野
市
内
に
あ
る
固
定
資
産
を
、

総
務
大
臣
が
定
め
た
固
定
資
産
評

価
基
準
に
基
づ
い
て
評
価
し
ま
す
。

②
固
定
資
産
の
評
価
を
も
と
に
市
長

が
そ
の
価
格
を
決
定
し
ま
す
。

③
固
定
資
産
の
価
格
を
も
と
に
課
税

標
準
額
を
算
定
し
、
次
の
式
の
よ

う
に
税
率
を
か
け
て
税
額
を

決
定
し
ま
す
。

1.4

※
土
地
や
家
屋
の
価
格
は
３
年
に
１

度
、
評
価
替
え
を
行
い
ま
す
。
評

価
替
え
は
、
平
成
18
年
度
に
行
わ

れ
ま
し
た
。
次
回
の
評
価
替
え
は
、

平
成
21
年
度
に
な
り
ま
す
。
近
年

は
、
地
価
の
下
落
が
著
し
い
た
め
、

宅
地
は
毎
年
度
評
価
を
見
直
し
て

い
ま
す
。住

宅
用
地
や
市
街
化
区
域

農
地
に
は
次
の
よ
う
な
課

税
標
準
額
の
特
例
が
あ
り
ま
す
。

①
小
規
模
住
宅
用
地

（
２
０
０
㎡
以
下
の
住
宅
用
地
）

課
税
標
準
額
＝
評
価
額
×
１
／
６

②
一
般
住
宅
用
地

（
住
宅
用
地
の
う
ち
、
２
０
０
㎡

を
超
え
る
部
分
）

課
税
標
準
額
＝
評
価
額
×
１
／
３

③
市
街
化
区
域
農
地

課
税
標
準
額
＝
評
価
額
×
１
／
３

宅
地
が
住
宅
用
地
と
し
て
認
定
さ

れ
る
に
は
、
そ
の
年
度
の
固
定
資
産

税
の
基
準
日
（
１
月
１
日
）
現
在
、

そ
の
宅
地
に
住
宅
が
完
成
し
、
な
お

か
つ
そ
の
住
宅
に
人
が
住
ん
で
い
る

こ
と
が
条
件
と
な
り
ま
す
。
建
て
替

え
を
予
定
せ
ず
、
住
宅
を
取
り
壊
し

た
場
合
な
ど
は
住
宅
用
地
の
特
例
が

適
用
さ
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
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平成19年度 固定資産税納税通知書を発送します。
市では、平成19年度の固定資産税納税通知書を

４月10日（火）ころに発送します。お手元に届きま

したら内容をご確認の上、納め忘れのないように

早めの納付にご協力ください。また、安全で便利

な口座振替もおすすめしています。

■平成19年度 固定資産税の納期限

第1期 ５月１日（火） 第3期 12月25日（火）

第2期 ７月31日（火） 第4期 平成20年２月29日（金）

固定資産税のこと ― Q ＆ A ―
市の税収の半分を占める固定資産税。

平成19年度の固定資産税納税通知書を4月10日ころ発送します。

日ごろ納税者の皆さんから寄せられる質問などQ＆Aで紹介します。

今後の納税の際の参考にしてください。

■問い合わせ 豊科総合支所内総務部資産税課（℡72・3111）

税のことを知ろう ＝固定資産税＝

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
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19

31

19

三郷総合支所長

丸山 好夫

穂高総合支所長

胡桃 寿明

上下水道部長

中田 元良

次回発行…広報あづみの４月18日（木）

（健康福祉部社会福祉課長
兼健康推進課長）

（穂高総合支所地域支援課長） （都市建設部建設課長）
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